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議案第 1号   令和 5年度 国民健康保険事業特別会計決算について
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1.一般状況

中標津町の国民健康保険加入世帯は令和5年度末現在で 2,926世帯、対前年度比 3.8%減少となっており、町の世帯の約 26.19%が加入していることと

なります。町全体の人口は 22,094人で対前年度比で約 1,4%減少、国保被保険者数についても年度平均で 4,882人と3.4%減少となつています。

被保険者の年齢構成は、60歳以上が加入者全体の 48.4%となっており、今後も高齢者の割合は緩やかに増加していくものと推察しております。
.
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2.財政収支及び財政調整基金の状況

(1)年度別収支状況

※1単年度収支““「基金繰入金」。「前年度繰越金」を除いた歳入総額から歳出総額を差し引ヤ
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(2)財政収支の内訳

歳入の国民健康保険税については、被保険者数の減少等により、対前年度比 4.7%減少の 652,272千 円となりました。
平成30年度からの国保制度改革 (都道府県単位化)に伴い、保険給付に要した費用全額が道支出金として収入されており、市町村事業に対する交付金を含
めた道支出金の額は、1,425,585千 円となりました。
また、繰入金については、対前年度比 13.6%増 加の 221,098千 円となり、一般会計からの法定内、ルール分の繰入1億9,169万 円のほか、基金からの繰入

2,940万8千円となつております。
歳出の保険給付費については、国民健康保険力l入者の減少や団塊の世代の後期高齢者医療制度への移行による影響を受け、国民健康保険加入者の高

齢者層における年齢構成の変化などにより、対前年度比 3.8%減少の 1,382,858千 円となりました。
なお、保健事業費については、医療費適正化事業に係る委託料の減少などにより、対前年度比 5.2%減少の 27,919千 円となりました。
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3.国民健康保険税の賦課・収納状況

1 の

(2)保険税の賦課状況 (※当初賦課時点)

②課税額状況

饉鐵鶏鑢は改正箇所
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(3)保険税調定額と収納額の推移
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4.保険給付費等の状況

保険給付費等の状況については、一般被保険者の対前年度比件数で 0.7%減少、療養給付費では 3.7%の減少と、件数、医療費ともに減少となつておりま

す。要因としては、被保険者数の減少に伴うものと推考しております。

また、退職被保険者につきましては、前年度同様に制度終了により件数 0件、療養給付費 0円 となりました。

+1
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年 度
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r~ ¬療養給付費 → 件 数

5
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―
移

件
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3,000
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0
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7734

一一一一一
1
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とr●お療養給付費 ― 件 数

H29年度 H30年 度  Rl年度  R2年度  負3年度  R4年度  R6年度



(2)世代別保険給付費等の状況

R5年度

4,882
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39.5%

54,521

47.990

521%

1,616,729

45.5%

54.5%

331,161

248,701

457,720

29,653

28,177

31,008

2,956

1,926

26;091

28,430

735,161

881,569

R4年度

5,054

602%

39.80/O

54,930

458%

54.2%

1,679,086

42.1%

579%

332,229

232,332

483,266

30,568

28,083

32,669

3,042

2,012

25,167

29,763

706,755

972,331

R3年度

5,225

60.60′O

39.4γ。

56,693

462%

53.8%

1,687,834

458%

54.2%

323,030

243,825

445,015

29,771

29,523

29,984

3,168

2,057

26,164

30,529

772,438

915,396

R2年度

5,382

61 7%

38,3%

57,692

46.4%

53.6%

1,625,299

45.9%

54.1%

301,988

224,584

426,909

28,172

27,873

28,431

3,323

2,059

26,775

30,917

746,293

879,006

平均被保険者数 (人 )

受診総件数 (件 )

費用額 (千円)

1人 当たり費用額 (円 )

1件 当り費用額 (円 )

年度別費用額推移
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1,400,000
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200,000

0
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中 総費用額 → 一般(64歳 以下)-0"‐前期高齢者(65～ 74歳 )

9

1人当たりの費用額
田一般 (64歳以下)口 前期高齢者 (65～ 74歳 )

5

232,332

円

000,000

5001000

400.000

300.000

200p00
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0
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1件当たりの費用1鎮

円

40,000
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30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

田一般 (64歳以下)口 前期高齢者 (65～ 74歳 )

28,431
29,984 31,008

R2年度 R3年度 R4年度    RS年 度
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(3)診療区分別保険給付費等の状況

食事療養等

調  剤

入院外

入  院

歯  科

16,341

15,480

31,821

198,281

161,386

359,617

52,376

59,847

112,223

271,539

241,350

512,889

392,326

316,035

708,361

Rl年度

15,448

14,502

29,950

196,345

150,763

347,108

47,355

55,829

103,184

238,264

220,681

458,945

377,157

293,785

670,942

R2年度

15,865

15,462

31,327

200,145

147,698

347,843

60,427

59,796

120,223

255,427

223,503

478,930

378,922

315,900

694,822

R3年度

16,880

14,348

31,228

200,037

137,174

387,211

53,576

53,972

107,548

252,239

207,687

459,926

448,549

288,313

736,862

R4年度

14,605

14,054

28,659

208,987

140,641

349,628

42,883

51,264

94,147

237,091

215,003

452,094

376,998

310,524

687,522

R5年度 食事療養等

1,9%

令和5年度 1療養給付費の構成

全 体
調剤 64歳 以下

調剤
21 19%

1

歯科

7!0%

歯科

58%

17%

49%
2619%

入院

42.6%

歯 科

卜 ・― E― ・‐ ・― 卜 ・― ■

‐ ‐ ‐ ‐
◆

‐ ― ― ―
◆

入移 訂 ヰ ●

「

‐ ‐ ‐ ‐

全体 単位千円
1診療区分別o推移

― 入院 …← 入院外 中▲●●歯科 J・ 調剤
300.000

7∞,000

6001000

500,000

400,000

3001000

2001000

100,000

0

下 単位千円

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

卜 .__.Ⅲ
… … ._ ―■

す       
―

‐ ｀ ‐

◆
― い 。 ‐

◆ "___4_‐ ― ‐ ◆

◆ ‐

一
一

卜 ・ ― E― ・ 卜 ・ 一 日 ……

▲………▲・…・・・…▲・・・……と………▲

虞1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
Rl年度 負2年度 R3年度 R4年度 R5年度 Rl年度 R2年度 R9年度 R4年度 R5年度
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(4)高額療養費の状況

R5年度

2,910

667

2,243

R4年度

3,016

723

2,293

R3年度

2,939

878

2,061

R2年度

2,947

789

2,158

2,995

850

2,145

Rl年度

全  体

令和5年度 世代別高額療養費構成

0%      207●     40'お

■64歳 以下 日前期高齢者

60%     8001     100%

件数

高額療養費

R5年度

175,163

86,718

88,445

R4年度

183,940

81,635

102,305

R3年度

187,142

97,389

89,753

R2年度

172,395

46085,

86,935

Rl年度

175,302

86,270

89,032

全  体

高額療養費件数の状況(世代別 )

一 全体件数 ―▲-64歳以下件数
‐ ・前

件

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

2,910
3,0162,995 2,947   2,939

了/~2,06
←

・ ‐ _

158

850    789    878    7,n
▲~‐ ‐‐士 ―‐‐‐Jい“..L、

Jぃ 。ぃ―_▲

Rl年度 R2年度 R3年度I R4年度 R5年度

高額療養費の状況 (世代別 )

千 円

200,000

180,000

160,000

140,900

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

□64歳以下 □前期高齢者

Rl年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
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令和 5年度 国民健康保険事業特別会計決算 (款項別 )

R6 6 3

歳 入 合 計

9.町後 (財裁安建化基金費付金)

B諸 収 入

7 繰 越 金

6 繰 入 金

5財 産 収 入

4道 支 出 金

3国 庫 支 出 金

2使 用 料 及 び 手 数 料

1国 民 健 康 保 険 税

科 目

歳 入

2,727,385

1,516

18,487

10,919

198,331

209,250

68

31,786

1,780,218

1,812,004

1,812,004

0

100

100

100

1

(61,564)

(149,002)

(475,393)

685,959

予算現額
イAゝ

2,325,833

O

8,150

18,487

29,40S

191,69C

221,098

67

46,064

1,379,521

1,425,585

1,425,585

127

47

174

174

0

(59,951)

(144,160)

(448,161)

652.272

決算額
rRゝ

△ 401,552

C

6,634

0

18,489

△ 6,641

11,848

△ l

14,278

△ 400,697

△ 386,419

△ 386,419

127

△ 53

74

74

△ l

△ 1,613

△4,842

△27,232

△ 33,687

比  較

`RⅢ

― rA】

R04決 算 :ナ)と午 9602%滞繰 2091%

R03決̀ 算 :現午 9559%滞繰 2392%

R02決 算 :現年 9467%滞傑 2475%

※特別交付金

保険者努力支援分
特別調整交付金分
道 2号繰入金分
特定健診分

13,91(

7,73`

20,74C

3,67]

※一般会計繰入金

基盤安定 (軽減分)

基盤安定 (支 援分)

出産育児一時金

未就学児均等割保険税
未就学児均等割保険税
職員給与費等分
財政安定化支援分

82,98C

53,334

6,227

1,744

4t

43,737

3,61を

収納率 :現年 9582%滞繰 2077%

説 明

歳 出 合 計

9予 備 費

3諸 支 出 金

7 公 債 費

5基 金 積 立 金

5保 健 事 業 費

4共 同 事 業 拠 出 金

3 国民健康保険事業費納付金

2保 険 給 付 費

1総 務 費

科 目

歳 出

2,727,385

1,000

3,140

100

68

5,562

25,087

30,649

l

856,699

0

900

10,005

100

200

224,025

224,225

2,677

8,916

1,533,395

1,544,988

1,7801218

55,510

予算現額

`Aヽ

2,321,009

0

1,120

l

67

4,928

22,991

27,919

l

856,699

0

720

9,343

0

39

175,593

175,632

2,677

6,661

1,187,820

1,197,158

1,382,853

52,349

決算額

`Rゝ

△ 406,376

△ 1,000

△ 2,020

△ 99

△ 1

△ 634

△ 2,096

△ 2,730

0

0

0

△ 180

△ 662

△ 100

△ 161

△ 48,432

△ 48,593

△ 0

△ 2,255

△ 345,575

△ 347,830

△ 397,365

△ 3,161

,ヒ     盛交
rRヽ rAゝ

※総務賛

総務管理費

徴税費

運営協議会費

24,96】

27,272

1lC

※諸文出金

選付金・加算金

国庫補返還金
保給奄涙濠冷

1,12C

C

説 明

差引 (歳入―歳出)

基金積立金
R5年度末残高
(R4年度末残高)

(R4決算積立基金 )

346,600千 円
357,453千 円
18,488千 円

R5年度積立額 67千 円



議案第 2号   保健事業について
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1.令和 5年度保健事業実績

(1)特定健康診査・特定保健指導

40～ 74歳を対象に実施。同時に 18～ 39歳の国保加入者と、75歳以上の後期高齢者医療保険加入者についても健診を無料で実施。

【図1特定健診受診数 日受診率の推移】            【図2特定保健指導数 日率の推移】

(人 )
(人 ) 1000

800

600

400

200

0

３０

２０

１０

０

恥

３０

２０

１０

０

40

30

20

10

0

対象者

田■終了者

― 中標津

綽韓北海道

▲…全国

(2)国保 0後期人間 ドック

対 象 :40歳以上の国保加入者 (条件 :1年以上力日入、保険税滞納のない世帯)

受 診 数 (図 3)i国保加入者の受診者は前年度より増加。
年代別内訳 (図 4):70歳以上の受診者が 6割を占める。

【図3受診数推移】                       【図4受診者年代別内訳】

(人 )

50
40

30

20

10

0

※R4ま では法定報告値、R5は実績値

R5

3755

1173

31:230.5

29.7

37.5

R4

3269

998

R3

3392

1014

29.9

27.9

36.4

R2

3530

851

24.1

27

33.7

Rl

3563

1098

30.8

28.9

38

H30

3613

1068

29.6

29.5

37.9

28.1

37.2

H29

3819

1007

26.4

H28

4049

960

23.7

27.6

36.636.3

H27

4263

1051

24.7

27.1

H26

4415

945

21.4

26.1

35.4

対象者

■■ 受診者数

― 申標津町

い 北海道

▲'全国

R5

127

44

34.6

R4

140

38

27.1

36

28.8

R3

123

27

22

33.4

31

R2

95

14

14.7

33.8

27.9

Rl

711

23

19.7

36

29.3

H30

140

27

19.3

34.8

28.9

H29

611

21

21.8

33.5

26.9

H28

121

21

17.4

33.6

26.3

126

26

20,6

30.9

25.1

H27H26

121

14

11.6

29.1

24.4

R5

38

12

36

14

14

8

26

8

R4R3R2Rl

38

10

― 国保

― 後期
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(3)データ受領 (みな し健診 )

健診や人間ドックでの結果を本人の同意のもと、医療機関から直接データ提供 (商工会、摩周 。札幌厚生病院実施分)、 医療機関で
の受診結果を本人が町ヘデータ提供、町立中標津病院内科通院者の受診結果を町ヘデータ提供 (平成 30年度より町立中標津病院とみ

なし健診について委託契約済み)

【図5 データ受領数の推移】

一 町立中標津病院

一 本人持込

一 札幌厚生病院

一 摩周厚生病院

一 商工会

65

26

2

15

76

Rl R4

t

64

8

0

11

59

66

16

0

13

54

65

11

1

8

49

66

10

0

13

46

(人 )

方 法 :集団検診 (各農協)、 個別検診 (町立中標津病院)

料 金 :国保加入者は無料

受診者数 (図 6):前年度より増加。

年代内訳 (図 7):60代以上の受診者が大半を占める。

結果状況 (図 8):要医療が 1割を占める。

０
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０
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０

　
０
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２

(4)骨粗転症検診

【図6受診状況】

(人 )      300

200

100

0

【図 7受診者年代内訳】

75歳

【図8結果状況】

― 再掲)国保加入者

― 受診者数

143

227

Rl

61

105

59

100

53

98

R2 R3 R4 R5

86

104

― 一



(5)なかなか健康なか しべつポイン ト

対 象 :18歳以上の町民

方 法 :健診の受診や体育施設の利用、自宅での健康づくりへの取り組み等に応じてポイントを付与し、6ポイント貯まったら応募。
抽選で健康グッズ等が当たる。応募には健診ポイントを必須。応募は期間中一人 1回。令和 4年度よりWEB応募を追加した。
抽選会を令和 6年 4月 23日 開催。

結 果  :応募者数 532名 (内 WEB応募者数は 57名 ) 当選者数 196名

応募者へのアンケー ト結果 (図 9)、 応募者年代内訳 (図 10)、 各種検診受診状況 (表 1)

【図9ア ンケート結果】
① この事業が健診を受けるきつかけとなりましたか?    ②この事業が運動をするきつかけとなりましたか?

い え

【表 1】 健康診査、各種がん検診等の受診状況 【図10応募者年代内訳】

昨年との比較

96

▲10

3 1

▲10

88

77

▲34

8

6

R5年度

73

67

269

576

06

00

379

346

104

R4年度

1,077
η
′

守
′

238

586

1 0 1 8

1,023

413

338

98

R3年度

1 07 1

8G

211

66G

998

1 03 1

375

32g

10C

R2年度

890

62

141

549

813

814

316

222

105

Rl年度

1,152

94

220

755

1,100

1 1 1 6

492

399

227

特定健康診査

若者健診

後期高齢者健康診査

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

骨粗慈症検診
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(6)国保重複・多受診者訪問事業

対 象 :①重複受診者 :同一診療年月内で、同一診療科のレセプトが2件以上の月が3ヶ 月以上継続している者 (医療機関からの紹介、
検査や手術のための重複受診を除く。)

②多受診者 :同一診療年月内で、レセプトが3件以上の月が3ヶ 月以上連続している者

③重複服薬者 :同一医薬品の処方が同一月に複数ある者

方 法 :国保連合会から提供される重複受診 。多受診者リストからレセプトを確認し、対象者を抽出。文書について通知後、保健師に

よる訪問指導を実施。訪問後 3ヶ 月経過後にレセプトにて受診状況を確認し評価。

結 果 :対象者 3名 のうち3名実施 (訪問、来所、電話各 1名 )内訳 :重複受診3名 、多受診 1名 、重複服薬2名 ※重複該当あり。
支援の効果が得られたケース 2名

(7)生活習慣病重症化予防対策 (治療 中断者及び未治療者 )～特定健診受診率向上支援等共同事業～

対 象 :生活習慣病 (高血圧、糖尿病、脂質異常症)の治療中断者及び前年度特定健診要精密検査者 (血圧・血糖・月旨質)で未受診者。

方 法 :治療中断者～令和4年度生活習慣病治療中断者リス トを用いてレセプ トデータから引き続き治療中断している対象者を抽出。

受診勧奨の通知後、保健師による訪問指導を実施。2024年 1月 審査分のレセプ トにより受診状況を確認し評価。

未治療者～令不日4年度特定健診受診者で受診勧奨値を超えているが精密検査未受診者へ受診勧奨の通知を行う。2024年 1月

審査分のレセプ トにより受診状況を確認し評価。

結 果 :治療中断者～対象者 31名 へ通知し、19名 へ訪問等による保健指導を実施。l名 が勧奨前に受診、6名 が勧奨後に受診し

た。 (勧奨後受診率 20.0%) !
未治療者～対象者 76名 へ通知し、3名 が働奨前に受診、17名 が勧奨後に受診した。 (勧奨後受診率 23.3%)

(8)脳梗塞予防に取 り組む住民主体の地域活動の支援事業

対 象 :俣落保健会会員

方 法 :健康相談 (血圧測定)、 健康学習会を開催し、脳梗塞予防に関する疾病予防や早期発見、発症時対応などの知識の普及を図る

ことで、会員のみならずその家族や地域の健康意識や生活行動の変容につなげていく。
内 容 :4月 28日 …保健会総会にて、脳梗塞予防に関する学習会の必要性を共有。

6月 12日 …健康相談、健康教育～医療費分析から見えた町 。地域の健康課題について
H月 24日 …健康相談、健康教育～脳梗塞の予防、循環器病に関する学習、地区組織活動支援

結 果 :参加者より、「高血圧が脳血管の病気の危険につながることを理解した。まず血圧を下げたいと思った。」「中標津が脳梗塞に
なる人が多いことを知らなかった」「家族の健康づくりに気を付けていきたい」「脳梗塞には前兆症状があると知れて良かつた。
急変時の対応を体験談などを通して学習できた」等と感想が聞かれ、この事業の目的を達成できた。



新たな取 り組み

感染症予防対策を緩和し、1日 の受け入れ人数を
コロナ禍以前に戻す。

継続

継 続

継 続

北海道統一スキームを用いたみなし健診を石田

病院で実施。

実施体制

保健センターでのパス健診 (結核予防会)

6/14～ 6/17、 9/5～ 9/9、 10/26～ 10/30 合計 14日 間

各農協でのバス健診 (計根別 7/30～ 7/31、 中標津 10/3～ 10/4)

町立中標津病院、石田病院、釧路がん検診センター

町立中標津病院、石 田病院、釧路がん検診セ ンター

商工会、摩周厚生病院、札幌厚生病院、本人持込み、みなし健診 (町

立中標津病院、石田病院)

集団健診

個別健診

人間 ドンク

データ受領

2.令和 6年度 主な事業について

(1)特定健診

0特定健診受診率向上支援共同事業

① ゴヒ海道国民健康保険団体連合会との共同事業として実施。AIに より効果的なグループ分け、及びグループ特性に基づく受診勧
奨メンセ~ジを掲載したハガキによる受診勧奨を行う。今年度は、節目年齢 (40～60歳の 5歳毎)や リピー ト受診対策のため、
前年度に受診した医療機関をハガキに印字するなどの工夫を加え、年度内3回の勧奨を行う。 1回 目を7月 5日 に、2回 目を9

月 3日 にハガキを発送済み、 3回 目を 1月 10日 頃発送予定。

② レセプ トデータ分析から、定期的に生活習慣病 (高血圧・糖尿病 。高脂血症)の治療をされていた方が治療中断となっている方
を抽出し、姑象者に受診勧奨の通知及び保健指導を実施する。また、前年度特定健診受診者で受診勧奨値を超えているがまだ精
密検査を受診されていない方 (血圧 。糖代謝・脂質)を抽出し、対象者に受診勧奨の通知及び保健指導を行う。 (いずれも10
月8日 にハガキ発送予定)

(2)なかなか健康なか しべつポイ ン ト事業

昨年度に引き続き、18歳以上の町民を対象に実施。健診の受診を応募に際し必須とし、自宅などでの健康づくりへの取り組みにも
ポイント付与対象とする。WEB応募を周知し応募しやすい環境とする。実施期間を3月 31日 まで、抽選会を令和 7年 4月 開催予定。
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3.令 和 6年度 よ り中止す る事 業について

0国保重複 。多受診者訪問事業

この事業は、重複 。多受診者の健康状態や生活状況を把握するとともに、健康相談や適正受診指導等を行い、被保険者の健康保持増

進及び医療費の適正化を図ることを目的に実施してきた。

過去 5年間の平均指導件数は約 3件 と人数が少なく、また指導の効果があつた人数はさらに少なくなり、業務にかかる事務量を踏ま

えた事業効果が高いとは言えない状況が続いてきた。 (表 2参照)

令和 6年 3月 に策定した第 3期データヘルス計画からも、被保険者が健康で長生きするためには、生活習慣病予防のため特定健診受

診率向上への取り組みや生活習慣病重症化予防に注力していくことが重要である。らぃては、本事業を令不日5年度をもつて終了し、今

後は特定健診受診率向上及び生活習慣病治療中断者や未治療者への訪問指導、また、後期高齢者医療保険加入者の健康状態不明者 (医

療や健診を受けていない高齢者)への訪問等の取り組みを行つていきたい。

【表 2】 国保重複 a多受診者訪間事業実績

効果のあった人数

指導人数

1人

5人

1人

5人 2人

0人 0人

1人

2人

3人


